






































































戯』（Spiegel van den ouden ende niwen Tijd, 1632 年）か、『シレヌス・



















den Vondel）の『動物寓話集』（Worande der Dieren, 1617 年）の模写









18 世紀後半に入り、1779 年にストラダヌス（Jan van der Straet）の

























































































































































































































プ寓話集のスペイン語版について」、埼玉大学紀要（教養学部）第 45 巻第 2
号（平成 22 年 3 月）1-15 ページ。
7 ）　エンブレムの材源としての動物寓話、とくにイソップに関しては、以下
を参照。Edward Hodnett, Aesop in England: The Transformation of Motifs in 
Seventeenth-Century Illustrations of Aesop’s Fables （Charlottesville: The 





堂書店、昭和 60 年）22 ページ。





の成果として発表した。（“The Reception of Zinnebeeld in the Intellectual 
History of 18th Century Japan”）
11）　『西洋雑記』（下）写し（国会図書館蔵）、33-4 ページ参照。
12）　江漢の広範な活動をまとめて紹介した展覧会が、2000 年にアムステルダ
ム の 歴 史 博 物 館 で 開 催 さ れ た。（Japanse Verwondering: Shiba Kokan 
Kunstenaar in de boan von het Westen）
13）　『司馬江漢全集』（八坂書房、1993 年）第 4 巻、281 ページの図 236 を見
よ。以後、江漢からの引用および図 7、10、11 は、すべてこの全集に拠る。




照。Christine Riding, “Shipwreck and Storm in British Art” in Eleanor 
Hughes ed, Spreading Canvas: Eighteenth-Century British Marine Painting 
（Yale University Press, 2016）, pp. 89-99.
16）　江漢とライケンの比較研究として、Calvan L.French, Shiba Kokan: Artist, 
Innovator, and Pioneer in the Westernization of Japan （NY: Weaterhill, 1974）
がある。
17）　『司馬江漢全集』第 3 巻、131 ページ。
18）　同第 2 巻、297 ページ。
19）　同第 2 巻、283 ページ。
20）　ルネサンスの代表的エンブレム理論家に、17 世紀フランスの Claude 
Mignaurt が挙げられる。Body-soul の類比に関しては以下を参照。Laurence 
Grove, “Ninth Art of France” in New Directions in Emblem Studies（University 
of Glasgow, 1999）, p.56.




























江漢の水夫図図 9．水夫：ヤン・リュイケン Het Mense-
lyk Bedryf（『人間の職業』　アムス
テルダム、1694 年）
37
（17）
図 10．鶏と孔雀（『訓蒙画解集』）
図 11．狼と鶴（『訓蒙画解集』）
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